
禁煙科学17巻(2023)-07-P5 

 

【週刊タバコの正体】 

 2023年07月 和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.55 

(No.752)第11話 COPDのせいかも 

－COPD患者の90%が喫煙歴あり... 

 

  

 皆さん、COPD（ChronicObstructivePulmonaryDisease）という病気を

知っているでしょうか。階段を上がると息切れする、たんやせきがいつも

出る、などの症状がある慢性まんせい閉塞性へいそくせい肺はい疾患しっ

かんという肺の病気です。日本では毎年１万５千人程度の人がCOPDで亡く

なっています。 

 この病気になると、下図のように肺に空気を取り込む気管支が炎症をお

こし空気が通りにくくなり、その先にある肺胞が破壊されます。そうなる

と体内に十分酸素を取り込めなくなり、運動すると息苦しくなるのです。 

 

 そういえば階段を上がると息切れするなあ、と感じる中高年は多いと思

われますが、COPDかもしれない人が全国に５３０万人はいると推定されて

いますが、そのうち治療を受けている人は２０万だそうです。そして、そ

の２０万人の約９０％はタバコを吸っていた事がわかっています。 

  

タバコを吸い始めると自分の肺がこんな状態になる確率が極めて高いので

す。ムダに肺を痛めるタバコはやめておきましょう。 

■Vol.55 

(No.753)第12話 皮膚の老化 

－タバコは皮膚の老化を促進する－スモーカーズフェイス... 

 

 タバコは、からだの様々な臓器にダメージを与え病気の原因となります

が、治療を要するほどではないものの、健康をムダにしてしまうケースも

あります。その一つが“皮膚の老化”なのです。下図にあるようにタバコ

の煙が、しみ、くすみ、しわの原因になるのです。特に、顔の皮膚にしわ

が増えると実年齢より老けて見られる“老け顔”になりますが、その進行

はすごくゆっくりなので、自分では全く感じる事はないだろうと思いま

す。 

  

 そこで、写真をよ～く見てください。双子の兄弟の顔を半分ずつ並べた

写真です。左が非喫煙者、右が数十年タバコを吸い続けていた人です。 

 同じ年ですが右側の人の方がしわやしみが多く老けて見えませんか。こ

れを“スモカーズフェイス”と呼んでいますが、こんな風になりたくない

ですよね。 
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※週刊タバコの正体は日本禁煙科学会のＨＰでご覧下さい。 

※一話ごとにpdfファイルで閲覧・ダウンロードが可能です。 

※ＨＰへのアクセスには右のＱＲコードが利用できます。 

■Vol.55 

(No.754)第13話 黒ずんだ口もと 

－喫煙者の口のなかはヤニとタールで黒くなりがち... 

 

 タバコを吸い続けると煙が充満する口の中には、ヤニやタールがしみつ

きます。そのせいでタバコを吸わない人の口の中に比べ、歯や歯茎が黒ず

み、舌も汚れます。そんな黒ずんだ口もとでは、自分は気にしていなくて

も、他人からは健康で清潔な印象を持ってもらえないでしょうね。 

それにニコチンの血管収縮作用などで歯茎の血流が悪くなり歯周病の原因

となるのです。すると将来、しっかり噛んで食事ができなくなる確率が高

くなり、見た目だけではなくの健康にも大きなマイナスとなるのです。 

 こんな事になるのなら、タバコはやめておこうと思いますよね。 


